
ビージーズ・サウンドに、ああ、踊りたくなってくる。

今年はダンスが踊りたい。
映画『フォーエバー 0フイーバー』より

ジ
ョ
ン
・
ト
ラ
ボ
ル
タ
主
演
の

『サ
タ

デ
ー
・
ナ
イ
ト
・
フ
ィ
ー
バ
ー
」
二

九
七

七
）
の
パ
ロ
デ
ィ
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

一
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
・
フ
ィ
ー
バ
Ｉ
Ｌ

一
九
九

八
）
が
、
実
に
ご
機
嫌
だ
っ
た
。

ブ
ル
ー
ス
・
リ
ー
の
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン

で
、
ス
ー
パ
ー
の
店
員
、
さ
え
な
い
メ
イ

が
、
仲
間
と
映
画
館
で
観
た
『サ
タ
デ
ー
・

ナ
イ
ト

・
フ
ィ
ー
バ
ー
」
に
す
っ
か
り
魅

せ
ら
れ
、
画
面
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た
ト

ラ
ボ
ル
タ
に
、
ダ
ン
ス
と
男
の
あ
り
か
た

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
ダ
ン
ス
大
会

に
出
場
を
す
る
ま
で
が
描
か
れ
る
。

設
定
が

一
九
七
七
年
に
な
っ
て
い
て
、

ま
る
で
タ
イ
ム
・
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
。

あ
の
頃
、
今
は
す
っ
か
り
子
育
て
し
て
い

る
友
人
も
デ
ィ
ス
コ
に
は
ま
っ
て
た
な
と

か
、
ブ
ル
ー
ス
・
リ
ー
の

「燃
え
よ
ド
ラ

ゴ
ン
』
（
一
九
七
三
）
が
初
め
て
公
開
さ
れ

た
と
き
、
映
画
館
か
ら

「ア
チ
ョ
ー
ー
」

と
奇
声
を
あ
げ
な
が
ら
出
て
き
た
人
が
何

人
も
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

ト
ラ
ボ

ル
タ
も
リ
ー
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
も
日
本
同
様
に
受
け
て
い
た
の
だ
。

映
画
か
ら
ト
ラ
ボ
ル
タ
が
出
て
く
る
と
い

う
の
は
、
ウ
デ
ィ
・
ア
レ
ン
の

「カ
サ
ブ

ラ
ン
カ
」
盆

九
四
一
こ
の
パ
ロ
デ
ィ

「ボ

ギ
ー
！
　
俺
も
男
だ
」
二

九
七
二
）
で
ボ

ガ
ー
ト
が
登
場
す
る
の
と
同
じ
。
で
も
イ

タ
リ
ア
系
で
、
ベ
ン
キ
塗
り
の
仕
事
し
て

い
る
ト
ラ
ボ
ル
タ
の
方
が
、
ボ
ガ
ー
ト
よ

り
も
、う
ん
と
身
近
に
感
じ
、主
人
公
メ
イ

が
、
ス
ク
リ
ー
ン
と
現
実
の
見
境
が
つ
か

な
く
な
る
気
分
が
と
て
も
よ
く
わ
か
る
。

で
、
音
楽
が

「カ
ン
フ
ー

・
フ
ァ
イ
テ

ィ
グ
」
や
ビ
ー
ジ
ー
ズ
、
お
ま
け
に
バ
イ

ク
が
欲
し
い
メ
イ
が
、
バ
イ
ク
店
で
女
の

子
を
乗
せ
て
疾
走
す
る
姿
を
夢
想
す
る
と

司真
夜
中
の
カ
ー
ボ
ー
イ
』
二

九
六
九
）
の

「暉
の
男
』
が
流
れ
る
。
当
時
の
日
本
で
も

巷
に
あ
ふ
れ
た
も
の
と
同
じ
だ
。
タ
イ
ム
・

ス
リ
ッ
プ
を
し
て
、土口
楽
が
あ
ふ
れ
最
後
に

ダ
ン
ス
を
し
て
恋
が
生
ま
れ
る
。
お
や
こ

れ
は

「バ
ッ
ク

・
ト
ゥ
。
ザ

・
フ
ュ
ー
チ

ャ
Ｉ
Ｌ

一
九
八
五
）と
同
じ
ぜ
あ

っ
た
。し

か
し

『バ
ッ
ク
～
』
は
、　
一
九
五
〇
年
代

ぜ

一
回
り
上
の
世
代
の
ア
メ
リ
カ
の
よ
き

時
代

と

らヽ

が
，あ

フ

ォ
ー
エ
バ
ー

～
』
が
、
と
で
も
親
近
感
を
覚
え
る
の
は
、

ま
さ
に
同
じ
シ
ー
ン
が
日
本
に
あ
り
、
青

春
と
当
時
の
気
分
が
す

っ
か
り
重
な
っ
て

し
ま
う
か
ら
だ
。
で
、
流
れ
る
音
楽
は
す

べ
て
カ
バ
ー
バ
ー
ジ

ョ
ン
で
本
物
そ
っ
く

り
。
す
べ
て
借
り
物
。
登
場
人
物
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
も
メ
イ
ク
も
妙
に
け
ば
け
ば
し

い
。
キ
ッ
チ
ュ
だ
。
そ
の
あ
た
り
、
な
に

か
形
を
追

っ
て
い
た
若
い
時
代
の
気
恥
ず

か
し
さ
、
ま
だ
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
持
ち
得
な
い
気
分
を
よ
く
表
し
て
い

て
、
と
で
も
共
感
し
て
し
ま

っ
た
。
笑

っ

て
い
る
う
ち
に
、
バ
ブ
ル
時
代
の
、
日
本

そ
の
も
の
が
借
り
物
だ
っ
た
な
と
い
う
思

い
も
巡
り
、
ち
ょ
っ
と
複
雑
。

そ
れ
で
も
ダ
ン
ス
シ
ー
ン
に
思
わ
ず
体

が
動
い
て
し
ま
う
の
は
、
立自
楽
に
よ
っ
て
、

主
人
公
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
自
分
の

中
の
も
と
も
と
あ
る
生
命
力
が
衝
き
動
か

さ
れ
る
か
ら
に
違
い
な
い
。

周
防
正
行
監
督
の

一∽
〓
”
〓
く
ｏ
ダ
ン

ス
？
」
（
一
九
九
六
）
は
、
ち
ょ
う
ど

「
フ

ォ
ー
エ
バ
ー

。
フ
ィ
ー
バ
ー
』
の
世
代
が

勤
め
人
に
な
っ
て
、
ど
こ
か
に
青
春
を
置

き
忘
れ
、
照
れ
な
が
ら
お
ず
お
ず
と
、
ダ

ン
ス
に
よ
っ
て
、
抑
圧
さ
れ
た
会
社
勤
め

の
日
常
か
ら
、
自
分
自
身
を
取
り
戻
す
映

画
だ
っ
た
の
だ
。

そ
う
い
え
ば
ダ
ン
ス
映
画
の
多
く
は
若

者
が
中
心
。
キ
ュ
ー
バ
の
青
年
チ
ャ
ヤ
ン

が
、
ア
メ
リ
カ
に
出
て
、
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ

・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
と
組
ん
で
ダ
ン
ス
コ
ン
テ

ス
ト
に
出
る
、
『ダ
ン
ス
・ウ
ィ
ズ
ー
ミ
ー
」

（
一
九
九
八
）
な
ん
か
観
て
る
と
、
肉
体
と

情
念
と
ダ
ン
ス
が
、
そ
の
ま
ま
ス
ト
レ
ー

ト
に
結
び
つ
い
て
い
る
感
じ
。
並
口通
は
、

あ
あ
は
な
ら
な
い
。

田
合
に
公
演
途
中
の
フ
ラ
メ
ン
コ
・
ダ

ン
サ
ー
が
迷
い
込
み
、
彼
女
た
ち
の
ダ
ン

ス
で
会
計
士
の
主
人
公
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
が

蘇
る
『踊
れ
ト
ス
カ
ー
ナ
』
二

九
九
六
）

と
い
う
イ
タ
リ
ア
の
楽
し
い
作
品
が
あ
っ

た
が
、
並
口通
は
ど
ぎ
ま
ぎ
し
な
が
ら
、
ダ

ン
ス
に
触
れ
、
な
か
な
か
踊
り
に
は
至
ら

ず
、
自
分
の
中
の
眠
っ
て
い
る
生
を
確
認

す
る
の
が
せ
い
ぜ
い
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
沖
縄

・
栗
国
が
舞
台
の

『ナ
ビ

ィ
の
恋
■

一
九
九
九
）で
は
歌
が
あ
ふ
れ
、

ナ
ビ
ィ

（平
良
と
み
　
七

一
歳
）
と
サ
ン

ラ
ー

（平
良
進
　
エハ
五
歳
）
が
、
恋
を
し

て
踊
っ
て
い
た
の
だ

っ
た
。
う
ん
、
踊
り

は
命
そ
の
も
の
だ
。
眠
っ
て
い
る
生
命
を

取
り
戻
し
に
明
日
は
踊
ろ
う
か
？

か
な
ま
る
ひ
ろ
み
●
フ
リ
ー
・
エ
デ
ィ
タ
ー
。
毎
年

恒
例
と
な
っ
た

『ラ
イ
タ
ー
ズ
ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大

賞
」
の
第
５
回
目
が
２
月
１９
日
に
開
催
。
年
々
盛
況

で
、
今
年
も
全
国
、
海
外
か
ら
も
参
加
者
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
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